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令和６年１１月１１日 

 

鴻巣市長 並木 正年 様 

 

鴻巣市上下水道事業運営審議会（水道事業） 

会 長    酒 巻 貞 夫 

 

鴻巣市の適正な水道料金の水準について（答申） 

 

令和６年１月１１日付け鴻経第４７８号により諮問を受けた、鴻巣市の適正

な水道料金の水準について、当審議会で慎重に審議した結果を下記のとおり答

申します。 

なお、留意されるべき事項を附帯意見として申し添えますので、施行にあたっ

ては特段の配慮をお願いします。 

 

記 

 

１ 答申 

本市の水道事業は、市の全施策の目指す姿を示した最上位計画である「総合振

興計画」において、安全・安心に関する政策の一つとして、上水道の安定供給の

施策に位置付けられており、まちづくり市民アンケートの満足度も高く、安全な

水道水を安定的に供給するという目標を達成している。しかし、昭和３７年の給

水開始以降、人口増加や生活水準の向上による水需要の増加及び給水区域の拡

張に対応するために整備を進めてきたが、その施設や管路の老朽化及び耐震化

に伴う多額の更新費用が見込まれており、また、少子高齢化に伴う人口の自然減

少や節水機器の普及などによる料金収入の減少により、厳しい経営状況が続い

ている。さらに、県は、５８市町に供給している水道用水の料金を令和８年４月

から値上げする方針を令和 ６年７月１日に発表した。 

このような状況において、鴻巣市水道事業ビジョンに掲げた本市水道事業の

理想像である「地域とともに、信頼を未来につなぐ鴻巣の水」を達成するために

は、更なる費用の削減と収益の確保が求められている。 
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このため、当審議会において、５回にわたり慎重な審議を重ねたが、令和３年

度から続く有収水量の減少、また、昨今のエネルギー価格の高騰に伴う動力費の

増加、人件費や材料費などの物価上昇による維持管理費の増加が見込まれる経

営環境においても、水道サービスを持続的かつ安定して利用者に提供していく

ため、水道料金の改定はやむを得ないものと判断するに至ったものである。 

 

２ 審議結果 

（１）料金の算定期間は、「鴻巣市水道事業ビジョン（令和５年３月改訂）」にお

ける事業計画期間が令和９年度までであることを踏まえて、令和７年度か

ら令和９年度までの３年間とする。 

（２）最新（令和５年度）の決算を踏まえて、財政シミュレーションを行った結

果、令和８年度に単年度収支の赤字が見込まれることから、改定時期は、令

和８年４月１日とする。 

（３）将来の財政収支見通しや算定期間内の総括原価などに基づいて検討した

結果、平均改定率は２３％程度（県水受水費増加分７％を含む）とする。 

（４）基本料金収入割合は、現状を維持する。 

（５）昨今の経済、物価動向の変動による様々な影響を、一般家庭及び企業など

も受けていることを鑑み、料金体系は、負担の程度に差をつけずに、現行の

料金に対し、一律に平均改定率を乗じたものとする。 

（６）基本水量を廃止すると、少量使用者は料金改定の影響を大きく受けること

から、基本水量制については、現行を維持する。 

 

３ 料金改定案 

審議会の審議を反映した料金改定案については、別紙、新旧料金比較表のとお

り明示する。 

 

４ 附帯意見 

（１）財政収支の改善を料金改定のみに依存することなく、引き続き、広域連

携や官民連携の推進による経費の削減、広告収入などの多様な収益の確保

に努めるとともに、水需要の動向を踏まえた浄水場の統廃合や施設の更新

に合わせた施設能力の見直しによるダウンサイジング、設備の台数削減の

ほか、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進など、更なる事業
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の効率化に努めて、経営基盤の強化を着実に図ること。 

（２）本市の料金改定が、平成２０年度に実施した１市２町の合併に伴う料金

統合や消費税率改定を除くと、平成８年度以来の約３０年ぶりであること

や、平均改定率が２３％程度と高いことに留意し、十分な周知期間を設け、

利用者に対し、様々なメディアを活用して、理解を得られるように努める

こと。また、料金改定後も水道は生活に欠かすことができないことから、

利用者に対して、丁寧に対応すること。 

（３）水道事業の将来にわたる安定的な経営の継続に向け、基本料金収入と従

量料金収入の割合、使用者の負担の公平性を考慮した施策を検討すること。 

（４）水道は、日常生活に欠かすことのできない重要な社会資本である。近年、

頻発する大規模地震や大型化する台風などの自然災害対策として、引き続

き、施設や管路の耐震化事業、水害対策を促進し、また、ＤＸ（デジタルト

ランスフォーメーション）の推進に伴い、サイバーセキュリティ対策など

を実施し、事業を継続するための強靭さ（レジリエンス）の向上に努める

こと。 

（５）令和９年度に予定される鴻巣市水道事業ビジョンの見直しの際は、改め

て、適正な料金水準を検討し、これ以降も３年から５年程度を目安として、

継続的に検討すること。 

 

 

 

 

 

  



別紙 

新旧料金比較表 

種別 口径又は使用水量 
料金（消費税抜き） 

改定案 現行 改定額 

基本料金（１月につき） 

 

１３ミリメートル １，２１０円 ９８０円 ２３０円 

２０ミリメートル １，２１０円 ９８０円 ２３０円 

２５ミリメートル １，８５０円 １，５００円 ３５０円 

３０ミリメートル ２，１００円 １，７００円 ４００円 

４０ミリメートル ２，４６０円 ２，０００円 ４６０円 

５０ミリメートル ３，０８０円 ２，５００円 ５８０円 

７５ミリメートル ３，６９０円 ３，０００円 ６９０円 

１００ミリメートル ４，３１０円 ３，５００円 ８１０円 

従量料金（１立方メートルにつき） 

 
０～８立方メートル※ 

０円 ０円 ０円 

１８５円 １５０円 ３５円 

９～２０立方メートル １８５円 １５０円 ３５円 

２１～３０立方メートル ２１０円 １７０円 ４０円 

３１～４０立方メートル ２２０円 １８０円 ４０円 

４１～１００立方メートル ２３５円 １９０円 ４５円 

１０１立方メートル～ ２４５円 ２００円 ４５円 

臨時用（１立方メートルにつき） 

 １立方メートル～ ５５５円 ４５０円 １０５円 

共用給水装置（全口径共通） 

 共用給水装置は、口径１３ミリメートル及び口径２０ミリメートルの改

定率に準じる 

※１ 従量料金０～８立方メートルの上段は口径２０ミリメートルまで、下段

は口径２５ミリメートル以上を示す。 

※２ 臨時用は、用途として工事、興行その他臨時の用に使用するものを指す。 

※３ 共用給水装置は、給水装置を２世帯以上又は２箇所以上で共用するものを指す。 


